




























③末尾

中国水利史名言集

三本木健治 仮訳

Ⅰ疎(排)水 Ⅱ引(灌)水 Ⅲ導(運)水 Ⅳ防(守)水 Ⅴ束(約)水 Ⅵ蓄水

Ⅰ 禹が洪水を治めるには、水をわが師とし（てその性に従っ）たのである。

（水の）勢に因って利に導く。

Ⅱ 民を率いて十二の水路を開さくし、河水を引いて民田を灌漑した。

百川（の洪水）をさえぎり防いで、各々自分の利益を図った。

Ⅲ 水口を多く作って引水し、閘門でコントロールする。

Ⅳ 堤防を築いて水流を束ね、水（勢）をもって土砂を流す。（黄河ダムの

最下流「小浪底」）

分流させれば水勢は減少し、合流させれば水勢は増大する。

Ⅴ 基本原則を考察して水を治める。VS 現状を参酌すべし、旧事を尊重す

べし。

上流も併せて治め、疎水・塞水を総合的に実施する。

往古に照らし合せるが古式を探るものではなく、時に隨って宜しきを得

る。

水が足れば時価は上り、水が乏しければ時価は下る。西北を治める者は、

まず水利を図るが宜い。

事は人が為すに在り、費用と労力を惜しまなければ、世の中でできない

ものはない。

水利の興廃は、民の生活・国の計画に関係するところのものである。

Ⅵ 工事は漸新的に施行すべきもので、急施を求めてはならない。


